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Development of Lesson plan about Anti-Doping as the Theory  
of Physical Education in High-School.   
– To utilize JADA’s Anti-Doping Textbook for High- School Students –
MIYAZAKI Akiyo ＊
Abstract
The aim of this study was to develop the lesson plan about Anti-Doping of the theory of physical education in high-
school, as a part of Olympic and Paralympic Value based education. To achieve the purpose, we made a lesson plan of 
Anti-Doping utilizing the JADA’s textbook and three teachers gave lessons for their own classes by the lesson plans. After 
the lessons, we discussed about students’ outcomes from their worksheets and teachers’ opinion about the lesson plan 
from their interviews. The results were as follows.
1) Students could learn about correct knowledge about Doping and have their own opinions and views. There were many 
negative and skeptical view and fresh questions about Doping.
2) Students could investigate about Doping and reasons of prohibition, and discuss about those issues as their own 
question.
3) The lesson plan should be modified to reduce contents and to take account lesson strategy for current social needs and 
adapted students’ outcomes.   
Key words:   Theory of physical education, Anti-doping, JADA textbook
＊ 筑波大学体育系




































































































































































































































































本研究の対象は、東京都内の高等学校 2 校 3 ク
ラス（A 校 1 年生 42 名、B 校 1 年生 39 名（以下 B


































いるかどうかを 3 点満点で、問 2 は初めて行われた
ドーピングはいつごろ、何の競技において行われた
かについて各 1 点として 2 点満点、問 4 は授業中に
扱った、ドーピングをすることによって高められる
対象の表記 学年 人数 年齢 教職歴 専門運動種目
A校 1年生 40名 30 4 柔道 2014年10月
B校-1 1年生 39名 49 27 剣道 2014年11月





































































































































































































A 校ではおらず、B 校－2 では 67.5％、2 点が A 校
では 90.0％、B 校－2 では 25.0％、1 点が A 校では
10.0％、B 校－2 では 7.5％、0 点は A 校では 0、B






採点した（表 3）。2 点が A 校では 90.0％、B 校－2
では 30.0％、1 点が A 校では 10.0％、B 校－2 では
62.5％、0 点が A 校では 0、B 校－2 では 10.0％であっ




では問 1 の定義について、説明はしたが 3 つのキー
ワードが正確に強調されなかったために 3 点満点の
生徒はいなかったが、説明をある程度理解していた





















採点した（表 4）。3 点は A 校が 2.5％、B 校－2 は
0％、2 点が A 校は 35.0％、B 校－2 は 5.0％、1 点
が A 校は 37.5％、B 校－2 は 52.5％、0 点が A 校は



















対象 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
A校 0 0.0 4 10.0 36 90.0 0 0.0 1.9
B校-2 1 2.5 3 7.5 10 25.0 27 67.5 2.5
平均点
0点 1点 2点 3点
表 2　問 1「ドーピングの定義」の得点分布（3 点満点）
対象 数 ％ 数 ％ 数 ％
A校 0 0.0 4 10.0 36 90.0 1.6
B校-2 4 10.0 25 62.5 12 30.0 1.2
0点 1点 2点
平均点
表 3　問 2「ドーピングの初めての事例」の得点分布（2 点満点） 
対象 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
A校 10 25.0 15 37.5 14 35.0 1 2.5 1.2
B校-2 18 45.0 21 52.5 2 5.0 0 0.0 0.6
0点 1点 2点 3点
平均点









































回答 数 回答 数 回答 数
肯定的 － － －
許されない 6 許されない 6 許されない 1
ずるい 2 ずるい 2 ずるい 1
恐ろしい 4 危険 4 危険 3
怖い 3 価値が失われる 1 怖い 1
失礼 1 もったいない 1 失礼 1
深刻 1 努力が無駄になる 1 勝っても意味がない 4
悪影響 1 評価を失う 1 スポーツマンらしくない 1
人生を棒に振る 1 気持ちを理解できない 1 理解できない 1
気持ちを理解できない 1 勝ってもうれしくない 7 健康に悪い 1
私はやらない 4 私はやらない 3





注意が必要 1 公正であるべき 5 自分の力で戦うべき 3
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れない」は A 校が 7 名（16.7％）、B 校－1 が 3 名 
（7.7％）、B 校－2 が 0 名であった。「使用しない」
は A 校が 31 名（73.8％）、B 校－1 が 36 名（92.3％）、
B 校－2 が 41 名（100％）で、A 校では「どちらと




































回答 数 回答 数 回答 数
勝っても喜びがない 7 金メダルを穫っても嬉しくない 14 自分の実力ではない 11
罪悪感 6 自分の力ではない 9 それまでの過程の価値がなくなる 6
自分の努力を否定したことになる 7 リスクが大きい 6 健康被害がある 4
他の選手に申し訳ない 4 後悔する、後ろめたい気持ち 4 フェアでない 3
達成感がない 4 副作用が怖い 3 スポーツマンシップに反する 3
ルールだから 3 達成感がない 3 バレたら面倒 3
金メダルの価値がなくなる 2 バレるかもしれない恐怖が一生つきまとう 2 他の人に失礼 3
将来苦しむ，後悔する 2 努力が無駄になる 3 後悔する 3
健康被害・副作用が怖い 2 他の選手に申し訳ない 2 自分に嘘をつきたくない 3
使った事実は消えない 1 薬に頼りたくない 2 正々堂々戦いたい 2
勝つことだけが大事ではない 自分自身に嘘をつきたくない 2 罪悪感 2
フェアでない フェアでない 2 自分が自分でなくなる 1






















































































A校 数 B校-1 数 B校-2 数
ドーピングをしてまで勝ちたいという選手の気持ち 10 なぜドーピングをするのか？ 9 なぜドーピングはなくならないのか？ 9
JADA、WADAの活動、防止活動 5 ドーピングの種類 7 薬でどれだけパフォーマンスが上がるか？ 6
風邪薬など意図的でないドーピングは仕方ないのでは？ 5 種目別のドーピングの事例 6 アンチ・ドーピング活動の実際 4
ドーピングによる健康被害はたまに起こるだけなのか？ 4 ドーピングをするとしないとではどれくらい差が出るか？ 4 ドーピングの事例 3
ドーピングの基準はどのように定められているのか？ 4 ドーピングをしてしまった人のその後 3 市販薬で違反になる薬は？ 3
あまり教育の行き届いていない国でもドーピングについて
認識されているのか？





自分の競技の事例をもっと調べたい 2 使っても規定違反にならない薬はあるのか？ 3 ドーピング検査にはどんなものがあるか？ 2
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・1988 年ソウル・オリンピックの男子 100m ベン・ジョ
ンソン（カナダ）の金メダル剥奪































































































































































































































  その薬（方法）を    使う  ・  使わない 
 
  その理由は… 
 
